
（ 1 ）

広報
発行/青森県今別町　編集/企画課　☎ 0174〔35〕3012　FAX 0174〔35〕2298　今別町ホームページアドレス　ht tp : / /www. town . imabe t su . l g . j p /

平成24年

２月号

○豪雪対策本部設置��１
○今別町文化賞スポーツ賞��２
○町の話題・お知らせ
　　　　　����３、４
○議会だより���５～７
○町の元気な子ども達他��８

 2015年北海道新幹線「（仮称）奥津軽駅」開業！

571
例年にない大雪に町内は大混乱

町では６年ぶりに豪雪対策本部を設置
　

昨
年
12
月
初
旬
か
ら
断
続

的
に
降
っ
た
雪
に
よ
り
、
１

月
10
日
、
今
別
町
で
は
「
今

別
町
豪
雪
に
係
る
警
戒
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
積
雪
量
が
90
セ
ン
チ

を
超
え
た
た
め
、
町
防
災
計

画
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
１
月
12
日
午
前
９
時

「
今
別
町
豪
雪
対
策
本
部
」

へ
と
移
行
し
ま
し
た
。

　

豪
雪
対
策
本
部
は
、
積
雪

時
に
お
け
る
豪
雪
被
害
を
未

然
に
防
止
し
、
ま
た
は
拡
大

を
防
止
し
、
産
業
機
能
及
び

地
域
住
民
の
生
活
を
確
保
す

る
た
め
、
道
路
交
通
の
確
保

等
に
あ
た
る
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
、
今
別
町
で
の
設
置

は
平
成
18
年
１
月
以
来
、
６

年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

　

対
策
本
部
設
置
後
も
し
ば

ら
く
雪
は
降
り
続
き
、
積
雪

量
は
一
時
、
110
セ
ン
チ
に
ま

で
達
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
道
路
交
通
の

停
滞
な
ど
の
直
接
的
な
積
雪

障
害
の
ほ
か
、
雪
投
げ
に
よ

り
融
雪
溝
が
詰
ま
り
、
周
辺

へ
水
が
あ
ふ
れ
出
す
な
ど
の

間
接
的
被
害
も
発
生
し
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
気
象

情
報
へ
の
警
戒
に
あ
た
り
、

今
後
も
積
雪
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

雪で狭くなった道幅は、すれ違うだけでも一苦労

地域住民が協力して屋根の雪降ろしを行う光景

夜間の除排雪の際は、
町民の皆様のご協力をお願いします

二股地区では道路脇の雪が標識を
超える程の高さまで積み上がっています

連日行われる除排雪作業

米粉を使ったロールケーキ作りに挑戦 !!風船がいろんな形に
大・変・身 ! ! 　

12
月
20
日
、
荒
馬
の
里
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
米
粉
を
使
用
し
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
作
り
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

米
粉
は
、
11
月
に
導
入
さ
れ
た
米
粉
対
応
の
製

粉
機
で
米
を
粉
末
に
し
、
そ
れ
を
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

の
生
地
に
混
ぜ
、
さ
ら
に
ほ
う
れ
ん
草
や
か
ぼ

ち
ゃ
を
粉
末
に
し
た
も
の
を
加
え
、
緑
や
黄
色
の

色
鮮
や
か
な
生
地
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
生
地
の
焼
き
加
減
や

ト
ッ
ピ
ン

グ
、
巻
き
方

を
工
夫
し
な

が
ら
作
り
、

完
成
し
た

ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
を
試
食
し

て
出
来
栄
え

を
比
べ
て
い

ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
今
別
中
央
公
民
館
で
「
バ

ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
作
ろ
う
！
」が
開
催
さ
れ
、

約
20
名
の
小
学
生
や
保
護
者
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
様
々
な
形
と
大
き
さ
の
風
船

を
専
用
の
道
具
を
使
っ
て
膨
ら
ま
せ
、
ね

じ
っ
た
り
、
形
を
整
え
た
り
し
て
果
物
や
動

物
を
風
船
で
表
現
し
、
最
後
は
高
さ
２
メ
ー

ト
ル
に
も
な
る
巨
大
風
船
人
形
を
み
ん
な
で

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

米粉の生地は焼き加減が難しいようです大きな風船人形は中央公民館で展示しています

楽しく作れて出来栄えにも大満足
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年
末

朝
市
開
催

どんど
� 焼き

　

12
月
28
日
、
竜
飛
今
別
漁
協
本
所
前
で

は
朝
7
時
の
花
火
と
同
時
に
朝
市
が
開
催

さ
れ
、
魚
介
類
や
生
花
、
い
の
し
し
肉
な

ど
、
正
月
用
品
を
買
い
求
め
る
人
々
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
ぼ
た
ん
鍋
の
ほ
か
、
つ

き
た
て
の
お
餅
を
入
れ
た
お
汁
粉
が
振
舞

わ
れ
、
買
い
物
客
は
冷
え
た
体
を
温
め
て

い
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
旧
営
林
署
土
場
で
今
別
八
幡
宮
（
宮
司

澤
田
瑞
穂
）の
主
催
で
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
風
が
強
く
、
寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

開
始
時
間
前
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
し
め
縄
な
ど
の

正
月
飾
り
を
炎
に
投
げ
入
れ
、
手
を
合
わ
せ
て
、
今
年

の
家
内
安
全
と
無
病
息
災
を
祈
念
し
ま
し
た
。

功績をたたえ今別町文化賞・スポーツ賞授与
　

平
成
23
年
今
別
町
文
化
賞
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
1

月
19
日
、
今
別
町
中
央
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

文
化
関
係
で
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
た
阿
部
篤
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
英
語
弁
論

で
活
躍
し
た
中
学
生
２
名
、
絵
画
や
版
画
、
詩
の
創
作
で

小
学
生
３
名
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
青
森
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
水
泳
50
ｍ
自
由
形
で
１
位
と
な
っ
た
相
内
紀
貴
さ
ん
を

は
じ
め
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
で
活
躍
し
た
一
般
の
方
、
高
校

生
、
小
中
学
生
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
東
郡
予
選
で
、
10
年
ぶ
り

の
優
勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
荒
馬
っ
子
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
（
今
別
小
）
も
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
与
式
で
は
、
相
内
利
男
教
育
委
員
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
阿
部
副
町
長
か
ら
「
受
賞
さ
れ
た

方
々
に
は
、
今
後
も
町
の
リ
ー
ダ
ー
、
他
の
模
範
と
し
て

さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。」
と
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
加
賀
谷
光
輝
君
が
「
こ
の
受
賞

は
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
指
導
の
た
ま
も
の
で
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
の
振
興
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。」
と
お

礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

【スポーツ賞】� （敬称略）
　☆阿　部　秀　嗣（一般）
　　第66回国民体育大会フェンシング競技エペ　団体５位
　☆相　内　紀　貴（一般）
　　第19回青森県障害者スポーツ大会　水泳50ｍ自由形１位
　☆川　浪　光　輝（青北今別校舎３年）
　　第18回ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
　　　フェンシング大会　男子カデサーブル　６位
　☆澤　田　悠　太（青北今別校舎３年）
　　第47回春季青森県高等学校フェンシング選手権大会
　　　男子個人フルーレ１位　サーブル１位　男子団体１位
　☆最　上　茉莉菜（黒石高２年）
　　第46回秋季県高等学校フェンシング選手権大会
　　　フルーレ団体・個人ともに優勝　エペ個人優勝
　☆嶋　中　　　樹（野辺地西高２年）
　　夏の高校野球・青森大会　野辺地西高校野球部　準優勝
　☆澤　田　朱　里（黒石高１年）
　　第46回秋季県高等学校フェンシング選手権大会
　　　フルーレ団体優勝　サーブル個人３位
　☆唐　川　典　恭（今別中３年）
　　第22回青森県ジュニアフェンシング大会
　　　中学生男子の部第１位

【文　化　賞】

　☆阿　部　篤　子（青森東高３年）
　　第35回全国高等学校総合文化祭　ビデオメッセージ部門優秀賞
【文化奨励賞】

　☆藤　田　未　来（今別小５年）
　　第18回北東北子どもの詩大賞　第２席
【児童・生徒文化賞】

　☆加賀谷　光　輝（今別中３年）
　　第50回東津軽郡中学校英語弁論大会　創作の部　第１位
　☆田　中　　　楓（今別中２年）
　　第50回東津軽郡中学校英語弁論大会　暗唱の部　第１位
　☆北　山　悠　太（今別小２年）
　　第43回東郡児童美術展　絵画の部　各学年の最高賞　推奨受賞
　☆須　藤　泰　雅（今別小１年）
　　第43回東郡児童美術展　版画の部　各学年の最高賞　推奨受賞
【少年スポーツ賞】

　☆田　中　　　純（今別小３年）
　　第24回全国少年フェンシング大会
　　　小学校３・４年の部　男子フルーレ15位
　☆荒馬っ子スポーツ少年団（今別小学校）
　　青森県スポーツ少年団フェスティバル
　　　ミニバスケットボール競技会　東郡予選会優勝・県大会出場

まだ薄暗い中、正月のごちそうを買い求め
て多くの方が訪れました

炎へ手を合わせ「今年一年が良い年でありますように」

どんど焼き前の神事の風景
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後期高齢者医療 高額医療・高額介護 合算療養費支給申請のお知らせ
☆支給対象者

　�　後期高齢者医療制度に加入している方で、医療費と介護サービス
費の両方を負担している方が支給の対象になります。世帯内に後期
高齢者医療制度に加入している方が複数いる場合は、世帯で合算し
ます。

☆対象期間

　　毎年８月１日から翌年７月３１日までの１年間
☆支給額

　　所得区分に応じて自己負担限度額（下表）があり、支払った自己
負担額が自己負担限度額を超えた場合に、超えた額が支給されます。

☆支給申請について

　　支給を受けるには必ず申請が必要となります。
　�　なお、支給の要件に該当すると思われる世帯には、２月下旬に青

森県後期高齢者医療広域連合から支給申請のお知らせが送られま
す。お知らせが届いた方は担当窓口に申請して下さい。

○申請に必要なもの

　・支給申請書
　・後期高齢者医療被保険者証
　・介護保険被保険者証
　・印鑑（認印）
　・通帳（または通帳のコピー）等口座情報のわかるもの
　※�被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要で

す。
　※被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任状が必要です。
　※�重度心身障者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を

委任する委任状が必要です。
　※�対象期間中に他の医療保険、介護保険に加入歴があり医療費、介

護サービス費の負担がある場合は、それらの保険自己負担額証明
書が必要です。

また、対象期間の途中に後期高齢者医療制度に加入した方や、転
入してきた方等がいると、支給対象者となる世帯でも、支給申請
のお知らせが送られない場合がありますので、対象になると思わ
れる方は担当までお問い合わせください。

《問合せ先》町民福祉課　町民担当　後期高齢者医療係
　　　　　　TEL　35-3003

＜所得区分別自己負担限度額＞
所　得　区　分 自己負担限度額
現 役 並 み 所 得 者 ６７万円
一 般 ５６万円
低 所 得 Ⅱ ３１万円
低 所 得 Ⅰ １９万円

※低所得Ⅱ
　世帯全員が住民税非課税の場合
※低所得Ⅰ
　世帯全員が住民税非課税であり、
　世帯全員の各所得が0円である場合

平成24年度の今別小学校
入学児童12名を紹介します

太
おお

　田
た

　綾
あや

　愛
な

秋
あき

　田
た

　聖
せい

　哉
や

横
よこ

　岡
おか

　奈
な

　子
こ

宮
みや

　本
もと

　海
かい

　音
と

太
おお

　田
た

　詩
し

　乃
の

小
お

山
さ

内
ない

　翔
と

　天
あ

木
き

　村
むら

　莉
り

　子
こ

高
たか

　木
ぎ

　麗
れ

　奈
な

北
きた

　山
やま

　希
の

乃
の

花
か

佐
さ

　藤
とう

　琳
り

　音
ん

小
お

山
さ

内
ない

　璃
り

　空
く

入
いり

　江
え

　勇
ゆう

　樹
き

もうすぐ１年生

　

１
月
８
日
、
今
別
町
商
工
会

（
本
郷
鉄
男
会
長
）
主
催
で
、

歳
末
大
売
出
大
抽
選
会
が
中
央

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
抽
選
会
は
、
昨
年
末
、

商
工
会
の
主
催
す
る
大
売
出
し

で
買
い
物
を
し
た
際
に
、
購
入

額
に
応
じ
て
抽
選
引
換
券
を
渡

し
て
お
り
、
参
加
者
は
そ
れ
を

握
り
し
め
て
会
場
に
詰
め
か
け

ま
し
た
。

　

抽
選
会
で
は
、
は
ず
れ
賞
に

肩
を
落
と
す
人
も
い
れ
ば
、
一

人
で
す
べ
て
の
賞
を
持
ち
帰
る

強
運
の
持
ち
主
も
現
れ
る
な
ど

悲
喜
こ
も
ご
も
で
し
た
。

　

会
場
で
は
同
時
に
ど
っ
ぷ
引

き
も
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
大
盛

況
で
し
た
。
ま
た
、
寿
司
長
、

大
川
平
加
工
グ
ル
ー
プ
の
出
店

も
あ
り
、
昨
年
12
月
に
鍋
コ
ン

テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
同
グ
ル
ー

プ
の
「
じ
ゃ
が
い
も
の
水
団

汁
」
も
振
る
舞
わ
れ
、
訪
れ
た

人
々
は
王
者
の
鍋
を
味
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

今年一年の運試し！？
新春歳末謝恩大売出し大抽選会開催

ふれあい福祉スポーツ大会

親子ペタンク大会

どっぷ引きも大盛況！

孫のような中学生が可愛くて仕方がありません

絶妙なバランス！ ナイスショット！

今年のクジ運はいかが？

　

１
月
７
日
、
中
央
公
民
館
で
親
子
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
５
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
ペ
タ
ン
ク

競
技
は
、
一
進
一
退
の
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
後
は
ト
ン
汁
を
食
べ
て

温
ま
り
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

☆
各
チ
ー
ム
結
果
☆

　

１
位　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
チ
ー
ム

　

２
位　

さ
さ
な
り
チ
ー
ム

　

３
位　

氷
牙
竜
チ
ー
ム

　

４
位　

み
か
ん
チ
ー
ム

　

５
位　

銀
牙
竜
チ
ー
ム

フランスのスポーツ「ペタンク」に
ドキドキ！ワクワク！？

　

１
月
20
日
、
今
別
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
第
26
回
今
別
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
多
く
の
地
区
や
団
体
が
参
加

し
、
約
90
名
で
様
々
な
競
技
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
途
中
、
中
学
生
（
２
年
生
）
も
各
チ
ー

ム
に
加
わ
り
、
力
を
合
わ
せ
て
競
技
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
大
泊
・
袰
月
・
奥
平
部
チ
ー
ム

が
優
勝
し
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
心
地
良
い

汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

（平成24年1月20日現在）
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　２月１日から「赤十字を支えるあなたのちから」をスローガンに、「赤十字社員
増強運動」が実施されています。赤十字の様々な活動は皆さんから寄せられる活動
資金（社資・寄付金）によって支えられています。
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災は、本県においても尊い人命が失われ
たほか、多くの県民の方々の生活や主要な産業に深刻な影響を与えました。
　青森県支部ではこの歴史的災害に対し、赤十字救護班による医療救護活動、救援
物資の配布、義援金の募集、赤十字奉仕団による炊き出しなどの活動を展開し、被
災者の救援に努めてきました。
　ご支援いただいた活動資金は、東日本大震災被災者の長期的な支援活動はもとよ
り、新たな災害発生に備えた防災体制の強化や高齢者社会に伴う地域ボランティア
活動の充実など様々な活動に役立っています。
　各町内の役員の方々の訪問の際は、町民の皆さんのご理解とご協力をよろしくお
願いします。
《問合せ先》町民福祉課福祉担当　TEL35－3004

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用にな
れます。
　口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引
き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるう
え、納め忘れもなくとても便利です。
　また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き
落とさせていただくことにより月々 50円割引される
早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６か月前納・
１年前納もあり、大変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、
通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機
関または年金事務所へお申し出ください。
《問合せ先》ねんきんダイヤル　0570－05－1165

　町では、美しい環境を守り、生活環境を整備するた
め、平成16年度から浄化槽の設置に対して補助事業を
実施しています。平成24年度も実施いたしますので実
施希望の方は、下記により申込み下さい。
　なお、国の補助金の枠がありますので、申込者多数
の場合は翌年度に実施していただくこともあります。

１．建物の用途：一般住宅（販売用建売住宅等除く）
２．補 助 金 額 ：町補助金＋県補助金＋国補助金
　　【補助金参考例】

３．申 込 方 法：役場　町民福祉課　福祉担当に備えつ
けてある申込用紙に記入のうえ提出。

　　　　　　　　�24年度確実に実施できる方のみ申し
込み下さい。

　　　　　　　　（電話での申し込みは受付しません）
４．申 込 期 限：平成24年３月９日（金）まで

《申込、問合せ先》今別町役場　町民福祉課
　　　　　　　　　福祉担当 浄化槽係 TEL35－3003

国民年金保険料の納付は、
口座振替がおトク！

☆参考賃借料（10ａあたり）平成24年４月１日から
農地の区分 賃借料の標準額 地域名

牧草畑 町内統一 1,000円 全地域

２　農作業委託料金

作　業　名 単　位 標　　準　　額 備　　考24年度 23年度

水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

耕起（トラクター） 10ａ当たり 4,500円 4,500円
田
植

苗 も ち 10ａ当たり 27,000円 27,000円
苗 な し 10ａ当たり 6,000円 6,000円 

荒 代 か き 10ａ当たり 3,500円 3,500円
代 か き 10ａ当たり 3,500円 3,500円
荒代同時仕上げ 10ａ当たり 6,000円 6,000円
牧 草 作 業 一 式 10ａ当たり 15,000円 15,000円

刈
　
取
　
・
　
脱
　
穀

バインダー 10ａ当たり 7,000円 7,000円 結束ひもを含む
ハーベスタ 10ａ当たり 6,000円 6,000円

コンバイン
10ａ当たり 12,500円 12,500円

補助員がつかな
い場合（グレン
タンク付き）

10ａ当たり 10,000円 10,000円 補助員がつく場合
10ａ当たり 2,000円 2,000円 結束の場合（割増）

生 乾 燥 １俵当たり 両者間で決める補 助 乾 燥 １俵当たり
畑
耕
起

平 坦 地 10ａ当たり
（トラクター）

5,000円 5,000円
傾 斜 地 6,000円 6,000円
う ね 上 げ 5,000円 5,000円

賃借料の標準額
☆標準賃借料（10ａあたり）　平成24年４月１日から

農地の区分 賃借料の標準額 地域名
田 町内統一 8,000円 全地域
畑 町内統一 2,000円 全地域

農作業標準労賃
【注】　この農業労賃及び農作業受託料金は、取り決めの際の目安とな

るものであり、各地域により事情があると思われますので、柔軟
な対応をお願いします。

１　農業労賃

作　業　名 単　　位 標　　準　　額 備　考24年度 23年度

水
　
田
　
作
　
業

苗 取 １日 5,180円 5,160円 一
日
当
た
り
八
時
間
を
標
準
と
す
る

（
賄
い
抜
き
）

田 植 １日 5,180円 5,160円
除 草 １日 5,180円 5,160円
稲 刈 １日 5,180円 5,160円
脱 穀 １日 5,180円 5,160円
病 中 害 防 除 １日 5,180円 5,160円
その他の作業 １日 5,180円 5,160円

畑 作 業 一 般 １日 5,180円 5,160円
果 樹 作 業 一 般 １日 5,180円 5,160円
牧草刈取（モア） 10ａ当たり 3,000円 3,000円

【積算根拠】
　　青森県最低賃金
　　　平成23年10月16日施行　１時間647円
　　　　647円×８時間＝5,176円

平成24年度賃借料及び農作業標準労賃表 今別町農業委員会

人槽区分 補助金額
５人槽 475，000
７人槽 519，000
10人槽 588，000 高額な外来診療受信者 事前の手続き 病院・薬局などで

●70歳未満の方
●�70歳以上の非課税世帯等の
方

加入する健康保険組合などに
「認定証」（限度額適用認定証）
の交付を申請してください

「認定証」を窓口に提示して
ください

70歳以上75歳未満で、非課税
世帯等ではない方 必要ありません 「高齢受給者証」を窓口に提

示してください
75歳以上で、非課税世帯等で
はない方 必要ありません 「後期高齢者医療被保険者証」

を窓口に提示してください

※�国等の補助率変更の場合
及び申請件数等により、
補助金額が変わることも
あります。

　これまでの高額医療費制度の仕組みでは、高額な外来診療を受けたとき、ひと月の窓
口負担が自己負担限度額以上になった場合でも、いったんその額をお支払いいただいて
いましたが、平成24年4月1日からは、限度額を超える分を窓口で支払う必要はなくなり
ます。

☆「認定証」を提示しない場合は、従来通りの手続きになります。
　�　（高額療養費の支給申請をしていただき、支払った窓口負担と限度額の差額が、後日、

ご加入の健康保険組合などから支給されます）
　　詳しくは、役場　町民福祉課　町民担当（TEL35－3003）

高額な外来診療を受ける皆さまへ
平成24年4月1日から、「認定証」などを提示すれば、
窓口での支払いが一定の金額にとどめられます



（ 5 ）

議

会

だ

よ

り

№170

発行／東津軽郡今別町議会

編集／議会広報委員会

小
　
鹿

　
　
　
勉

　
議
員

○�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

に
つ
い
て

質
問　

こ
の
季
節
の
変
わ
り
目
に
全
国
的
な
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
、
高
校
受
験
を
控
え
る
中
学
生
の
健

康
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
予
防
接
種
に
は
、１
人
３
、

０
０
０
円
の
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
が
、
高
校
受

験
を
控
え
る
中
学
３
年
生
２
０
人
に
全
員
無
料
で

予
防
接
種
で
き
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

受
験
生
が
健
康
で
受
験
で
き
る
よ
う
切
に
望

み
、
全
員
の
合
格
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
民
福
祉
課
長　

現
在
、
町
で
は
65
歳
以
上
及

び
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
機
能
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
自
ら
の

意
思
で
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
に
の
み
１
回

２
，
５
０
０
円
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

料
金
の
内
１
，
０
０
０
円
の
助
成
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

ご
質
問
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
財
政

状
況
は
大
変
厳
し
い
現
状
で
あ
り
ま
す
の
で
、

県
の
対
応
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

福
　
士

　
直

　
治

　
議
員

○
児
童
の
育
成
に
つ
い
て

○�

平
成
23
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正

予
算
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
今
別
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

暴
力
団
排
除
の
た
め
の
規
制
等
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
可
決
す
る
。

○
今
別
町
消
防
団
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

今
別
町
消
防
団
設
置
条
例
を
制
定
す
る
た
め

の
提
案
を
可
決
す
る
。

○�

今
別
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
削
減
に
関

す
る
特
別
措
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
施
行
規
程
第
１
６
条
の
規
定
に

よ
り
提
案
さ
れ
た
事
項
を
可
決
す
る
。

○�

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及
び
青
森
県

　

�

市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

�　

�

関
係
地
方
公
共
団
体
と
協
議
す
る
必
要
が

生
じ
た
た
め
、
議
会
の
議
決
を
要
す
る
事

項
を
可
決
す
る
。

○
介
護
保
障
制
度
に
関
す
る
意
見
書
提
出
を
求

め
る
陳
情
書�

（
採
択
）

○
国
保
国
庫
負
担
率
の
大
幅
引
上
げ
等
の
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書�

（
条
件
付
き
採
択
）

○
高
齢
者
医
療
制
度
等
に
関
す
る
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情
書�

（
不
採
択
）

予
　
算

　
関

　
係

条
　
例

　
関

　
係

そ
　
　
の
　
　
他

第398回定例会

陳
　
情
・
請

　
願

　
第
３
９
８
回
定
例
会
が
平
成
23
年
12
月
16
日
招
集
さ
れ
、
21

日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
案
６
件
、
条

例
３
件
、
そ
の
他
１
件
あ
わ
せ
て
10
議
案
を
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補正予算の概要
　（単位：千円）

会　計　名 補正額 補正後の額 補正の主なもの

障害者福祉扶助費� 10,888

一　般　会　計 73,478 2,651,602 保育運営事業負担金� 4,303

防災無線修繕料� 1,890

国保（事業勘定） 増減なし 600,732 諸支出費等と予備費で調整

国保（診療施設勘定） 増減なし 149,916 診療所費で調整

介護（保険事業勘定） 27,617 423,460
保険給付費� 28,000

予備費� △ 5,923

介護（サービス事業勘定） 増減なし 23,135 地域包括支援で調整

簡易水道事業 増減なし 158,136 水道事業費で調整

質
問　

児
童
の
校
外
活
動
に
対
し
て
の
補
助
・

援
助
に
つ
い
て

　

今
回
、
今
別
小
学
校
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
が

郡
大
会
を
勝
ち
抜
け
県
大
会
出
場
を
決
め
た
。

会
場
が
青
森
市
で
あ
り
日
程
が
過
密
で
あ
る
た

め
、
学
校
・
保
護
者
か
ら
援
助
を
求
め
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
が
、
ど
う
い
っ
た
内
容
の
援
助
で

あ
っ
た
か
。

教
育
長　

今
回
、
10
年
ぶ
り
に
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ
ー
ム
が
東
郡
の
予
選
を

勝
ち
抜
い
て
、
見
事
に
県
大
会
出
場
を
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
日
頃
の
児
童
の
皆
さ
ん
、
指
導
者

の
先
生
方
、保
護
者
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
対
し
、

讃
辞
を
送
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
も
試
合
を
見
て
子
ど
も
達
か
ら
ま
た
一
つ

の
感
動
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
快
挙
は
、
こ
れ
ま
で
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
こ
ら
れ
た
積
み
重
ね
の
結
果
で
あ
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

教
育
課
長　

今
回
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
県
大
会
出
場
に
対
し
て
の
補
助
の
要
望
に
つ

き
ま
し
て
は
、所
属
団
体
で
あ
り
ま
す「
荒
馬
っ

子
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
か
ら
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
を
経
由
し
て
報
告
を
頂
き
、
体
育
協
会

補
助
の
中
か
ら
大
会
日
程
等
判
断
し
、
こ
れ
ま

で
の
基
準
に
基
づ
い
て
補
助
、
援
助
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
主
な
補
助
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
宿
泊
費
、
弁
当
代
ほ
か
、
参
加
費
な
ど

が
補
助
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
児
童
・
生
徒

の
校
外
活
動
を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
出

来
う
る
限
り
の
支
援
を
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

○
生
活
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

幅
員
の
狭
い
幹
線
道
路
の
整
備
改
善
計

画
に
つ
い
て

　

先
日
、
大
川
平
に
今
別
側
の
入
口
付
近
か
ら

下
町
の
道
路
舗
装
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
神
社
あ
た
り
か
ら
バ
イ
パ
ス
に
抜
け
る
直

線
部
分
は
未
着
手
で
す
。
あ
そ
こ
は
道
路
幅
が

狭
い
部
分
が
あ
り
、
冬
期
は
ま
す
ま
す
狭
く
な

り
、
普
通
車
同
士
で
も
す
れ
違
う
際
に
、
片
側

が
停
車
し
て
交
わ
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
拡
副
整
備
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

ご
質
問
の
道
路
で
す
が
、
確

か
に
車
道
幅
員
が
狭
い
箇
所
も
あ
り
、
冬
場
と

も
な
れ
ば
車
の
す
れ
違
い
が
大
変
な
場
所
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
冬
場
は
除
排
雪
で

支
障
が
出
な
い
よ
う
対
処
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
部
分
的
な
改
善
が
出
来
な
い
か
現

地
を
調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

質
問　

予
算
の
使
途
と
効
果
に
つ
い
て

　

前
回
の
説
明
で
補
助
金
が
付
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
が
、
使
途
と
効
果
に
つ
い
て
説
明

を
し
て
頂
き
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

今
年
度
は
、
今
別
町
鳥
獣
被

害
防
止
対
策
協
議
会
が
国
の
補
助
金
を
含
む
、

１
，
３
８
２
千
円
を
受
け
て
被
害
対
策
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
は
、
猟
友
会
の
猟
銃
に
よ
る
駆

除
、
箱
ワ
ナ
駆
除
、
二
股
地
区
の
山
地
と
農
地

の
間
に
緩
衝
帯
を
設
置
す
る
等
の
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
猟
友
会
に
よ
る
鉄
砲
に
よ
る
駆
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除
が
有
効
な
対
策
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

国
で
は
特
別
対
策
事
業
と
し
て
、
今
年
度
限

り
で
は
な
く
、
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
補
助

事
業
を
行
う
公
算
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
要
望
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

被
害
に
つ
い
て
は
、
大
泊
以
東
の
海
岸
線
や

大
川
平
、
二
股
地
区
を
中
心
に
サ
ル
、
カ
ラ
ス
、

カ
ル
ガ
モ
に
よ
る
水
稲
、
畑
作
物
に
よ
る
鳥
獣

被
害
が
あ
り
、
猟
友
会
へ
の
許
可
も
４
月
か
ら

今
月
12
月
ま
で
に
11
回
の
許
可
を
出
し
駆
除
に

当
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、
捕
獲
頭
数
が
有
害
鳥

獣
駆
除
計
画
で
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

生
育
調
査
等
を
行
い
捕
獲
数
を
増
や
す
こ
と
が

課
題
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
猟
友
会
の
駆
除
委
託
を
中
心
に
近

隣
町
村
や
、
全
国
の
優
良
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
被
害
の
防
止
に
努
め
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

長
　
島

　
三
千
次

　
議
員

質
問　

国
道
２
８
０
号
線
道
路
改
良
整
備
に
つ

い
て

　

現
在
、
砂
ヶ
森
赤
根
沢
地
区
の
工
事
が
ス

ト
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
袰
月
七
曲

地
区
が
途
中
ま
で
は
出
来
上
が
り
ま
し
た
が
、

そ
の
先
の
方
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

産
業
建
設
課
長　

１
点
目
の
砂
ヶ
森
赤
根
沢
工

区
で
す
が
、一
部
用
地
買
収
が
難
航
し
て
お
り
、

こ
の
た
め
工
事
が
進
ま
な
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
で
は
旧
道
に
暫
定
的
な

据
付
工
事
の
計
画
を
進
め
て
お
り
、
来
春
に
も

着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
開
智

小
学
校
入
口
前
か
ら
の
狭
隘
部
分
の
工
区
で
す

が
用
地
買
収
に
伴
う
、
代
替
地
も
地
権
者
の
希

望
す
る
用
地
取
得
の
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
か

ら
年
明
け
に
も
２
回
目
の
個
別
交
渉
に
入
る
予

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

２
点
目
の
袰
月
七
曲
地
区
の
未
改
良
区
間
で

す
が
、
地
権
者
と
２
回
ほ
ど
用
地
交
渉
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
代
替
地
が
必
要
で
具
体
的
な
場
所

ま
で
提
示
し
て
お
り
ま
す
が
、
代
替
地
が
決
ま

ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
も

引
き
続
き
交
渉
し
な
が
ら
早
期
着
工
を
県
に
お

願
い
し
て
参
り
ま
す
。

○
町
の
活
性
化
対
策
に
つ
い
て

質
問　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
向
け
て
の
対
策

に
つ
い
て

　

駅
舎
の
構
想
は
、
全
員
協
議
会
で
の
説
明
で

だ
い
た
い
分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
駐

車
場
の
位
置
が
決
ま
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
現

在
、
町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
い
る
の
か
。

企
画
課
長　

現
在
の
町
の
取
組
と
し
て
、
北
海

道
新
幹
線
（
仮
称
）
奥
津
軽
駅
舎
関
係
で
は
、

鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
来
年
２
月
に
示
さ
れ
る
予

定
の
駅
舎
デ
ザ
イ
ン
画
の
内
部
施
設
等
に
つ
い

て
関
係
機
関
と
の
調
整
作
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
舎
整
備
計
画
で
は
、
屋
内
駐
車
場

の
ス
ペ
ー
ス
を
作
成
し
た
他
、
駅
前
広
場
全
体

計
画
に
係
る
測
量
等
業
務
を
発
注
し
て
お
り
、

新
年
度
以
降
の
計
画
や
工
事
に
向
け
た
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、新
幹
線
駅
舎
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

県
や
関
係
機
関
か
ら
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら

計
画
を
策
定
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご

意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

福
　
士

　
和
比
古

　
議
員

○
財
政
に
つ
い
て

質
問　
（
１
）
借
入
金
の
返
済
計
画
を
示
せ
（
物

件
毎
に
）

（
２
）
無
理
な
返
済
計
画
は
な
い
か
。

（
３
）
今
後
の
見
通
し
は

　

こ
こ
１
・
２
年
の
間
に
、
わ
が
町
は
庁
舎
の

リ
フ
ォ
ー
ム
始
め
い
ろ
い
ろ
な
工
事
を
し
て
来

ま
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
工
事
に
対
す
る
返
済

計
画
を
伺
い
た
い
。

　

次
に
そ
の
計
画
に
お
い
て
、
無
理
な
計
画
は

な
い
か
。

　

今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て
も
伺
い
た

い
。

総
務
課
長　
「
借
入
金
の
返
済
計
画
」「
無
理
な

返
済
計
画
」「
今
後
の
見
通
し
」
に
つ
い
て
、

お
答
え
し
ま
す
。

　

財
政
運
営
の
基
本
と
な
る
も
の
と
し
て
、「
財

政
運
営
計
画
」
が
あ
り
ま
す
。
現
計
画
は
、
20

年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
計
画
に
、
返
済
計
画
も
取
り
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

　

公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
町
独
自
に
平
成

28
年
度
ま
で
の
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
試

算
の
結
果
で
は
、
平
成
25
年
度
に
「
20
．
１
％
」

と
高
い
比
率
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
健

全
化
判
断
基
準
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
早
期
健
全

化
基
準
の
25
％
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

21
年
度
及
び
22
年
度
で
実
施
し
た
、
庁
舎
・

公
民
館
の
改
修
や
地
区
集
会
施
設
な
ど
の
財
源

は
、「
経
済
対
策
交
付
金
」
や
「
き
め
細
か
な

交
付
金
」を
活
用
し
て
お
り
、比
率
が
高
く
な
っ

た
直
接
の
要
因
と
は
、
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

財
政
の
危
機
的
状
況
を
切
り
抜
け
る
た
め
、

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
の
借
入
返
済
金

を
平
成
23
年
度
以
降
に
延
ば
し
た
こ
と
な
ど
が

影
響
し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
25
年
度

を
ピ
ー
ク
に
26
年
度
か
ら
は
、
18
％
以
下
と
試

算
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
自
主
財
源
の
乏

し
い
団
体
は
、
交
付
税
の
増
減
に
大
き
く
影
響

さ
れ
ま
す
。

　

判
断
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
で
、
安
心
す

る
こ
と
な
く
、
国
の
動
向
を
見
極
め
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

○
少
子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て

質
問

　（
１
）
具
体
的
な
対
策
を
示
せ

　

議
員
に
な
っ
て
８
年
間
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
の

よ
う
に
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
来
ま
し
た

が
、
答
弁
に
値
す
る
よ
う
な
も
の
は
、
一
度
も

聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

私
が
何
の
た
め
に
こ
の
問
題
を
繰
返
し
取
り

上
げ
る
の
か
、
そ
の
真
意
は
全
く
理
解
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば
、

こ
の
ま
ま
こ
の
問
題
に
目
を
つ
む
っ
て
い
れ

ば
、
あ
と
20
年
も
し
な
い
で
、
こ
の
町
は
破
綻

し
ま
す
。
具
体
的
な
数
値
は
出
て
い
な
い
も
の

の
、
年
々
高
齢
者
比
率
が
高
く
な
り
、
同
時
に

医
療
費
が
か
さ
み
、
反
対
に
働
き
手
で
あ
る
青

年
層
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
比
例
し
て
税
収

が
落
ち
込
ん
で
参
り
ま
す
。
典
型
的
な
過
分
数

状
態
に
陥
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
わ
が

町
で
は
、
ど
こ
か
で
一
人
の
方
が
亡
く
な
る
と

連
続
で
亡
く
な
る
方
が
続
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
高
齢
者
比
率
が
高
い
故

の
現
象
で
あ
っ
て
、
な
ん
ら
不
思
議
な
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昔
は
６
・
７
人
の
若
者
で
一

人
の
高
齢
者
を
面
倒
を
見
れ
ば
良
か
っ
た
。
し

か
し
今
は
、
騎
馬
戦
の
よ
う
に
３
人
で
一
人
の

高
齢
者
を
見
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。や
が
て
は
、

一
人
の
若
者
が
一
人
の
高
齢
者
を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
肩
車
状
態
の
時
代
が
来
る
の
で
は

と
、
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
私
は
こ
の
問
題

に
触
れ
る
度
に
、
片
手
間
で
出
来
る
問
題
で
は

な
い
故
に
、
専
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

作
っ
て
事
に
当
た
る
よ
う
、
何
度
も
進
言
し
て

来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
も
一
度
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
長
始
め
担
当
職
員
は

こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
つ
も
り
な

の
か
。
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
物
件
等
が
あ
っ

た
ら
報
告
し
て
頂
き
た
い
。

町
民
福
祉
課
長　

少
子
高
齢
化
問
題
に
つ
い
て

は
、社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

社
会
全
体
の
意
識
改
革
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
別
町
で
は
、
安
心
し
て
子
育
て
や
子
ど
も

の
健
全
育
成
の
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
乳

幼
児
に
対
し
ま
し
て
、
医
療
費
の
町
独
自
の
所

得
制
限
の
廃
止
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、
子
育
て

親
子
の
交
流
の
場
の
提
供
、
子
育
て
等
に
関
す

る
相
談
、
援
助
等
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
次

に
、
高
齢
化
対
策
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
別
町

の
今
別
町
の
高
齢
化
率
は
現
在
42
・
34
％
と
県

内
で
一
番
高
い
た
め
、
関
係
部
署
が
連
携
を
取

り
な
が
ら
健
康
指
導
、
健
康
相
談
、
保
健
指
導
、

健
診
事
業
、
介
護
予
防
事
業
を
実
施
し
総
合
的

な
高
齢
者
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
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【
第
３
９
７
回
臨
時
会
】

　
平
成
23
年
11
月
25
日
、
第
３
９
７
回
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
議
案
４
件
を
原
案
ど
お

り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
閉
会
し
ま
し
た
。

予
　
算

　
関

　
係

23
年
度
補
正
予
算
（
10
月
19
日
専
決
）　　
　
　
　
　
　

単
位
：
千
円

会
計
名

補
正
額

補
正
後
の
額

補
正
の
主
な
も
の

一
般
会
計

１
８
，１
５
０

２
，５
７
８
，１
２
４

冬
期
安
全
対
策
工
事�

３
，０
０
０

駅
前
広
場
整
備
設
計
委
託
料

�

５
，０
０
０

簡

易

水

道

事

業

３
，０
９
８

１
５
８
，１
３
６

今
別
浄
水
場
原
水
濁
度
計
取
替
工
事

�

３
，０
９
８

条
　
　
　
　
　
例

○
今
別
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

青
森
県
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の
給
与
月
額
を
改
正
す
る
こ
と
を
可
決

す
る
。

人
　
　
　
　
　
事

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
よ
る
代
表
監
査
委
員
に
、
平
山
多
三
郎
氏
（
77
歳　

大
川
平
）
の
再
任

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

住
み
慣
れ
て
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う

に
、
居
住
サ
ー
ビ
ス
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設

整
備
等
に
つ
い
て
は
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
、
高
齢
者
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
　
郷

　
良

　
克

　
議
員

質
問　
（
１
）
小
国
峠
の
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

　

青
森
県
で
は
、
小
国
峠
道
路
整
備
に
対
し
て

す
で
に
、
工
事
完
了
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
今

年
も
水
の
配
管
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
と
思
い

ま
す
。
今
年
初
め
て
、
散
水
、
側
溝
崩
落
と
な

り
ま
し
た
。

　

小
国
峠
は
、
地
盤
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
数
年
後
に
は
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
を

ひ
か
え
て
お
り
ま
す
。
現
行
の
小
国
峠
で
は
不

安
で
す
。

　

対
策
案
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

ご
質
問
の
小
国
峠
の
状
況
で

す
が
、
ご
指
摘
の
と
お
り
こ
れ
ま
で
も
、
散
水

に
よ
る
水
の
浸
透
が
原
因
の
道
路
決
壊
、
消
雪

が
で
き
ず
残
っ
た
雪
が
凍
結
す
る
な
ど
、
事
故

が
発
生
し
て
お
り
、
改
善
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
で
も
こ
れ
ま
で
に
改
善
策
を
要
望
し
て
来

て
お
り
、
消
雪
パ
イ
プ
の
修
繕
、
舗
装
補
修
工

事
な
ど
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
事
故
防
止

に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
２
０
１
５
年
度
の

北
海
道
新
幹
線
「
仮
称
」
奥
津
軽
駅
開
業
に
よ

り
、
当
路
線
の
交
通
量
も
ま
す
ま
す
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
津
軽
半
島
全

域
を
含
め
た
広
域
的
な
「
平
坦
で
安
全
な
新
た

な
道
路
整
備
」
を
早
期
に
着
工
す
る
よ
う
、
県

の
関
係
部
署
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

質
問

（
２
）
公
共
事
業
の
参
入
条
件
（
ゴ
ミ
）

に
つ
い
て

　

過
去
に
も
、
公
共
事
業
（
ゴ
ミ
）
の
参
入
条

件
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
何
の

改
善
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
新

年
度
、
ゴ
ミ
の
入
札
参
加
条
件
を
示
せ
。
無
理

な
ら
ば
、
そ
の
理
由
を
示
せ
。

町
民
福
祉
課
長　

一
般
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬

及
び
処
分
は
、
市
町
村
に
処
理
責
任
が
あ
り
、

市
町
村
自
ら
行
う
こ
と
が
原
則
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
市
町
村
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

限
り
、
市
町
村
長
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

業
者
の
申
請
に
よ
り
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
の
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
収
集

及
び
運
搬
業
務
事
業
者
は
、１
社
で
あ
り
ま
す
。

　

一
般
廃
棄
物
収
集
及
び
運
搬
業
務
は
、
町
民

が
生
活
を
し
て
い
く
上
で
重
要
か
つ
特
殊
な
業

務
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
、
ご
み
収
集
車
な
ど

特
殊
車
両
も
必
要
で
あ
り
、
相
当
の
設
備
投
資

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
複
数
の
ス
タ
ッ

フ
も
必
要
で
あ
る
等
、
様
々
な
条
件
を
具
備
し

た
業
者
を
選
定
し
委
託
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

（
３
）
広
域
事
務
組
合
（
消
防
）
経
緯
説

明
に
つ
い
て

　

今
別
町
当
初
予
算
と
広
域
事
務
組
合
予
算
の

違
い
を
６
月
議
会
に
お
い
て
、
小
鹿
勉
議
員
の

一
般
質
問
に
対
し
て
町
長
答
弁
は
、
外
ヶ
浜
、

今
別
両
総
務
課
長
会
議
が
繰
返
し
協
議
し
た
結

果
、
負
担
割
合
を
５
対
５
に
決
ま
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
配
布
さ
れ
た
資
料
で
は
、
少
な
く
と

も
２
月
８
日
に
は
当
初
予
算
内
容
確
定
版
を
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
り
改
め
て
町
民
の
生

命
財
産
を
守
る
今
別
消
防
分
署
の
一
層
の
充
実

を
図
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

広
域
消
防
事
務
組
合
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、「
６
月
定
例
議
会
の
一
般
質
問
」「
11
月
16

日
の
議
会
運
営
委
員
会
」「
11
月
25
日
開
催
の

臨
時
議
会
終
了
後
」
更
に
「
12
月
９
日
の
行
政

説
明
会
」
な
ど
で
、
詳
し
く
説
明
し
て
お
り
ま

す
が
、
事
務
手
続
き
の
不
備
に
よ
り
、
町
が
提

案
し
た
改
善
策
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応
を
変
更

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
、
県
の
担
当
部
署
が
改
善
策
を

示
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
結
果
が
分
か
り
次
第
、
議
員
の
皆
様
に
説

明
し
、対
処
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
雪
が
多
く
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
不
便
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
出

来
う
る
限
り
生
活
道
路
を
確
保
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
長
と
し
て
、
議
員
各
位
に
対
し
て
一
言
苦
言
を
呈
し
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

個
人
の
事
情
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
町
民
を
代
表
す
る
議
員
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
議

会
第
一
優
先
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
私
を
含
め
、
議
員
全
員
襟
を
正
す
べ
き
だ
。

　

町
民
の
皆
様
、
定
例
議
会
を
傍
聴
し
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
議
会
が
活
発
に
な
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
続
き
ま
す
、
体
調
管
理
に
十
分
留
意
し
春
を
待
ち
た
い
と
思

い
ま
す
。

�

議
会
広
報
委
員　
　

本　

郷　

良　

克

編 

集 

後 

記

議会傍聴は、 町政参加への第一歩です。 次回の定例会は３月です。



今別町議会議員一般選挙
投票日のお知らせ

投票日は3月25日（日）です
忘れずに投票しましょう

（ 8 ）

まちの行事予定� （２／１～３／10）

※行事予定名・開催場所・担当を掲載しています。

２／２（木）・行政・人権相談《中央公民館》 総　務

　　３（金）・今別町社会福祉大会《開発センター》 社　協

　　５（日）・今別町消防団鎮火祭《今別八幡宮》 総　務

　　８（水）・幼児フッ素歯面塗布 福　祉

　　11（土）・いまべつ町婦人芸能祭《開発センター》 教　育

　　16（木）・救急員救急法講習会《開発センター》 社　協

　　24（金）・町議会議員立候補予定者説明会《役場会議室》 総　務

　　29（水）・後期高齢者医療保険料第８期納期限 町　民

３／２（金）
・青森北高今別校舎卒業式 教　育

・キクの会《開発センター》 社　協

　　５（月）・県立高校前期選抜試験 教　育

　　８（木）・今別中学校卒業式 教　育

　　９（金）・県立高校前期選抜試験合格発表 教　育

　

新
年
早
々
、
築
地
の
初
競
り
で
大
間
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
が
5
千
6
百
49
万
円
の
史
上

最
高
値
を
記
録
し
た
こ
と
は
、
皆
さ
ん
の

記
憶
に
も
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ

に
し
て
も
景
気
の
い
い
話
で
す
。
し
か
も

競
り
落
と
し
た
某
寿
司
チ
ェ
ー
ン
店
の
社

長
は
、
店
頭
で
通
常
価
格
の
４
百
円
程
度

で
提
供
し
た
と
い
う
か
ら
こ
れ
ま
た
驚
き

で
す
。
な
ん
と
、
１
貫
提
供
す
る
ご
と
に

約
１
万
５
千
円
の
赤
字
だ
そ
う
で
す
。
食

べ
た
人
は
、
さ
ぞ
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

や
は
り
、
い
く
ら
不
況
と
言
え
ど
も
、

あ
る
と
こ
ろ
に
は
あ
る
も
の
な
ん
で
す
ね
。

（
広
報
担
当　

奥
崎　

匠
）　

（12月１日から31日までの届出分）

今別の姿
（平成23年12月31日現在）

　面　積　 125.28㎢

　人　口　　3,335人（－16）

　　男　　　1,553人（－ 7）

　　女　　　1,782人（－ 9）

　世帯数　　1,563　（± ０）

　　　　　　　（　）内は前月比

　掲載を希望されない方は、届出の
時に町民福祉課町民担当へ申し出下
さい。また、東奥日報・東奥ウェブ
についても同様申し出て下さい。

ご結婚おめでとうございます

　田　中　健　介　（大川平）
　武　知　花菜子　（大川平）

お悔やみ申し上げます

　相　内　淳　悦（77）大川平
　阿　部　哲　子（66）西　田
　小　倉　ちよの（89）山　崎
　小　野　壽　輝（64）村　元
　野土谷　光　雄（89）西　田
　小　川　照　次（73）大川平
　木　村　富士子（55）浜　名
　澤　田　久　逸（82）山　崎
　藤　原　忠　雄（58）奥平部
　小　鹿　麓二郎（96）今　別

※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下
（
平
成
20
年

４
月
２
日
誕
生
日
以
降
）
の
子
ど
も
さ
ん
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
で
優
し
い
子
に

�
育
っ
て
欲
し
い
で
す
。

　
　

（
母　

さ
つ
き
さ
ん
の
願
い
）

阿　

部　

陽ひ
ま　

莉り
　

ち
ゃ
ん

（
今
別
地
区
）

町
の
元
気
な
子
ど
も
達

「
今
別
小
学
校
６
年
生
」

①
氏
名 

②
地
区
名 

③
将
来
の
夢

��������������������������������

���������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

①
相
内
　
梨り

菜な

②
鍋
田

③
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
の
店
員

　
３
学
期
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
国
語

と
算
数
で
す
。
国
語
で
は
、
漢
字
を
頑

張
り
た
い
で
す
。
算
数
は
、
２
学
期
よ

り
も
内
容
が
難
し
く
な
る
と
思
う
の

で
、
計
算
を
も
っ
と
早
く
で
き
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
あ
と
、
２
学

期
よ
り
も
進
ん
で
手
を
あ
げ
て
発
表
し

た
い
で
す
。
３
学
期
は
小
学
校
最
後
の

学
期
な
の
で
、
楽
し
い
思
い
出
が
た
く

さ
ん
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

(

人権擁護委員が
　　　新たに委嘱されました
　平成24年１月１日付けで、今別町の新しい人権擁護
委員として、田中良光氏に法務大臣から委嘱発令がな
されました。人権擁護委員は、地域住民の人権の擁護
と人権思想の普及高揚に努めており、定期的に行政・
人権相談を行っています。 田中　良光氏

　今別町では、昨年度より65歳以上の方を対象に『いつまでも住み慣れたこの町で
いきいきと暮らしていける』ことを目的として『今別お達者塾』を開催しています。
下記の日程で開催しますので、参加希望の方は各教室の１週間前までに役場町民福
祉課保健師（35－3004）まで申し込み下さい。（初回、２月８日分は前日まで受け
付けます）65歳以上の方でしたら、どなたでも参加できますので、ぜひご参加くだ
さい。

今別お達者塾開催のお知らせ

日　　時 テ　ー　マ 講　師 開催場所

２月８日（水）
13:00～15:00

講話
『歯ッスル教室①
～お口を健康に保って食べましょう～』

歯 科 衛 生 士 開発センター
２階　研修室

２月15日（水）
10:00～12:00

講話・調理実習
『健康クッキング①
　～バランス・低栄養予防メニュー～』

栄 養 士 開発センター
１階　調理室

講話（調理実習終了後）
『正しく知ろう認知症（認知症予防）』 保 健 師 １階　集会室

２月23日（木）
10:00～12:00

講話・実技
『いきいき運動教室①
　　　　　　　～筋力アップ体操～』

運 動 指 導 士 開発センター
１階　集会室

３月２日（金）
13:00～15:00

講話
『歯ッスル教室②
　　　～今から始めよう誤嚥予防～』

歯 科 衛 生 士 開発センター
２階　研修室

３月８日（木）
10:00～12:00

講話・実技
『いきいき運動教室②
　　　　　　　　～バランス感覚～』

運 動 指 導 士 開発センター
１階　集会室

３月14日（水）
10:00～12:00

講話・調理実習
『健康クッキング②
　　　　～骨粗鬆症予防メニュー～』

栄 養 士 開発センター
１階　調理室

講話（調理実習終了後）
『心とからだの健康生活（うつ予防）』 保 健 師 １階　研修室


町
の
た
か
ら




